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取扱説明書 


お買い上げいただきありがとうございます。 


△警告 


電気製品は安全のための注意事項を守らないと、 
火災や人身事故になることがあります。 


この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取 
り扱いかたを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのうえ、 
製品を安全にお使いください。 

お読みになつたあとは、いつでも見られるところに必ず保管してく 
ださい。 


1C RecoRDeR 

ICD-SX35/SX45/SX55 


©2004 Sony Corporation 


































安全のために 


△警告 


事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。 

• 安全のための注意事項を守る 
•故障したら使わない 

• 万一異常が起きたら、お買い上げ店またはソニーサービス窓口に修 
理を依頼する 


警告表示の意味 


△警告 


この取扱説明書では、次のような表示をしてい 
ます。表示の内容をよく理解してから本文をお 
読みください。 


危険 I 

この表示の注意事項を守らないと、火災•感 
電 • 破裂などにより死亡や大けがなど人身事故 
が生じます。 


この表示の注意事項を守らないと、火災 • 感電 
などにより死亡や大けがなど人身事故の原因と 
なります。 


注意を促す記号 

▲ 

A 

火災 

感電 

行為を禁止する記号 

0 


禁止 

分解禁止 



ぬれ手禁止 

接触禁止 


IA 注意 I 

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故によりけがを 
したり周辺の家財に損害を与えたりすることがあります。 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づ 
くクラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的 
としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用さ 
れると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい 
取り扱いをしてください。 
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準備 

準備1:乾電池を入れる . 8 
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基本的な使いかた 

用件を録音する . 13 

マイクの設定をする . 16 

録音中の便利な機能を使う（録音モニター/デジタル VOR ). 17 

外部マイクや他の機器を使って録音する . 19 

外部マイクで録音する . 19 

他の機器の音声を録音する . 19 

本機の音声を他の機器で録音する . 20 

録音した用件を聞く . 21 

表示窓の見かた . 26 

表示を切り換える . 29 

表示躬时 . 31 


いろいろな再生のしかた 

小さな音も聞きやすい大きさで再生するーデジタルボイスアップ機能 . 32 

再生スピードを調節する一 DPC (デジタル • ピッチ • コント□—ル機能） ...33 

ブックマークを設定する . 35 

指定した区間を繰り返し聞く 一 A - B リピート . 36 


用件の編集 

録音済みの用件に追加または上書き録音する . 37 

録音済みの用件に追加録音する . 37 

録音済みの用件の途中から上書き録音する . 38 

録音した用件を消去する . 39 

1件ずつ消去する . 39 

フォルダの中身を一度に消去する . 41 

用件をふたつに分ける/つなげる一用件分割/用件結合 . 42 

用件をふたつに分ける（用件分割） . 42 

用件をつなげる（用件結合） . 44 

(次ページへ続く）っ 


































目次（つづき） 

用件を別のフォルダに移動する . 45 

用件に優先順位をつけて並べ換える一重要マーク . 46 

停止中に重要マークを付ける . 46 

再生中に重要マークを付ける . 47 


その他の機能 

希望の時刻に再生を始めるーアラーム再生 . 48 

録音厢生ランプを消す . 52 

誤操作を防止するーホールド機能 . 53 

追加録音/上書き録音できるよ5にする . 54 

設定を変えるーメニュ覧 . 55 

パソコン接続キットを使5 . 57 

家庭用電源につないで使ろ . 58 


その他 

使用上のご注意 . 59 

故障かな？と思ったら . 60 

こんなときは . 60 

エ3—表示一見 . 63 

システム上の制約 . 64 

主な仕様 . 65 

各部のなまえ . 66 

保証書と アフターサービス . 68 

索引 . 69 


• 本製品の不具合により、録音ができなかった場合、および録音内容が破損または消去 
された場合、録音内容の補償についてはご容赦ください。 

• 本製品を使用したことによって生じた金銭上の損害、逸失利益および第三者からのい 
かなる請求につきましても、当社は一切その責任を負いかねます。 

• 本機は、ドルビーラボラトリーズの米国及び外国特許に基づく許諾製品です。 

• 録り直しの聞かない録音の場合は、必ず事前にためし録りをしてください。 

• あなたが録音したものは個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無断 
で使用できません。 


この説明書は ICD-SX35、ICD-SX45、ICD-SX55 共用です。各セットは、録音時間が異 
なります。また、 ICD-SX55 には AC パワーアダプターが付属されています。 
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Aw^\ A A 

- 火災 感電 


下記の注意事項を守らないと火災 • 感電に 
より死亡や大けがの原因となります。 


運転中は使用しない 

•自動車、オートバイなどの運転をしながらイ 
ヤーレシーバーなどを使用したり、細かい操作 
をしたり、表示画面を見ることは絶対におやめ 
ください。交通事故の原因となります。 

• また、歩きながら使用するときも、事故を防 
ぐため、周囲の交通や路面状況に充分ご注意 
ください。 



内部に水や異物を落とさない 

水や異物が入ると火災や感電の原因となりま 
す。万一、水や異物が入ったときは、すぐに電 
池を抜き、お買い上げ店またはソニーサービス 
窓口にご相談ください。 


0 



湿気やほこり、油煙、湯気の多い場所や、 
直射日光のあたる場所には置かない 

火災や感電の原因となることがあります。 

とくに風呂場では絶対に使用しないでください。 



国内専用機は海外で使用しない 

AC パワーアダプターは、日本国内専用です。 
交流1 00 V の電源でお使いください。海外など 
で、異なる_源電圧で使用すると、火災•感電 
の原因となります。 



指定以外の AC パワーアダプター、コードな 
どを使わない 

破裂•液漏れや、過熱などにより、火災、けが 
や周囲の汚損の原因となります。 


0 


雷が鳴りだしたら、電源プラグに触れない 

感電の原因となります。 


接触禁止 


! ACJ てワーアダプターは、 ICD - SX 55 にのみ付属しております。 
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r"A 下記の注意事項を守らないとけがをしたり周辺の家財に 

' し、 |損害を与えたりすることがあります。 


内部を開けない 

感電の原因となることがあります。内部の点検 
や修理はお買い上げ店またはソニーサービス窓 
口にご相談ください。 



大音量で長時間つづけて聞きすぎない 0 

耳を刺激するような大きな音量で長時間つづけ 
て聞くと、聴力に悪い影響を与えることがあり禁止 
ます。とくにイヤ_レシーバーで聞くときにご 
注意ください。呼びかけられて返事ができるく 
らいの音量で聞きましよう。 



はじめからポリユームを上げすぎない 

突然大きな音がでて耳を痛めることがありま 
す0 


0 

禁止 


ぬれた手で AC パワーアダプターを 
さわらない 

感電の原因となることがあります。 


ぬれ手禁止 



通電中の AC パワーアダプターに長時間 
ふれない 

長時間皮膚がふれたままになっていると、低温 
やけどの原因となることがあります。 


0 

禁止 


本体や AC パワーアダプターを布団などで 
おおった状態で使わない 

熱がこもってケースが変形したり、火災の原因 
となることがあります。 



* AC ； V ° ワーアダプターは、 ICD - SX 55 にのみ付属しております。 
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電池についての安全上のご注意 

液漏れ•破裂•発熱•発火 • 誤飲による大けがや失明を避けるため、下記の 
ことを必ずお守りください。 


g 危険 I 乾電池が液漏れしたときは 

乾電池の液が漏れたときは素手で液をさわらない 

液が本体内部に残ることがあるため、お客様ご相談センターまたはソニーサ 
—ビス窓口にご相談ください。 

液が目に入ったときは、失明の原因になることがあるので目をこすらず、す 
ぐに水道水などのきれいな水で充分洗い、ただちに医師の治療を受けてくだ 
さい。 

液が身体や衣服についたときも、やけどやけがの原因になるので、すぐにき 
れいな水で洗い流し、皮膚に炎症やけがの症状があるときには医師に相談し 
て < ださい。 


△警告 

• 小さい電池は飲み込む恐れがあるので、乳幼児の手の届くところに置かな 
し、。万が一飲み込んだ場合は、窒息や胃などへの障害の原因になるので、直 
ちに医師に相談する。 

• 機器の表示に合わせて十と一を正しく入れる。 

• 充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯•保管しない。シヨー 
卜させない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 使い切った電池は取りはずす。長時間使用しないときも取りはずす。 

• 新しい電池と使用した電池、種類の違う電池を混ぜて使わない。 


注意1 

• 火のそばや直射日光のあたるところ • 炎天下の車中など、高温の場所で使 
用 • 保管 • 放置しない。 

• 外装のビニールチューブをはがしたり傷つけたりしない。 

• 指定された種類以外の電池は使用しない。 
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►準備 


準備1:乾電池を入れる 

1電池ぶたを矢印の方向へずらして開ける。 



2 単4形アルカリ乾電池（付属）を2本入れ、ふたを閉める。 




電池ぶたは落としたり、無理な力 
を加えたりするとはずれることが 
あります。そのときは上の図のよ 
うにはめ直してください。 


お買い上げのあと、初めて電池を入れたときや、電池を抜いたまま長 
時間お使いにならなかった後に電池を入れたときには、日付表示が点 
減します。「準備2:時計を合わせる」 （12 ページ）の手順4〜6をご覧 
になり、時計を合わせてください。 
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乾鼋池を交換する時期 

電池の残量がなくなってくると、表示窓の表示でお知らせします。 

D ご注意 

• 電池を交換する際、消耗した電池を抜いてから3分以内に新しい電池を入 
れないと、時計設定画面（日付表示が点滅）に戻ってしまったり、日付 • 
時刻が正しく表示されないことがあります。この場合は時計を合わせ直 
してください。録音した内容やアラーム設定は消えません。 

• 本機にはマンガン電池はお使いになれません。 

•付属の AC パワーアダプター (ICD-SX55 のみ）または別売りの AC パワ 
—アダプター AC-E30L 使用時は、電池残量表示は表示されません。 


電池の残量表示 

丈| : 2本とも新しい電池に交換してください。 


:右の画面が表示され、操作が 
でぎなくなります。 



乾電池の持続時間 （ソニーアルカリ乾電池 LR03 (SG) 使用時) 


録音モード： 

ST モード 

STLP モード 

SP モード 

LP モード 

録音時： 

約12時間 

約14時間 

約16時間 

約20時間 

再生時： 

約9時間 

約9時間 

約11時間 

約13時間 


* 連続使用時の場合。 

* 音量レベルが中間付近で内蔵スピーカーで再生した場合。 

* 電池持続時間は使用条件によって短くなる場合があります。 


(次べージへ続く) 








準備 1: 乾電池を入れる（つづき） 

アクセス中のご注意 _ 

画面上に 「 ACCESS 」 表示が出ている間 

や、本体上部の緑/再ランプがオレンジ 55 c 

に点滅している間は、メモリーヘアクセ 

ス中です。アクセス中は、乾電池をはずしたり、 AC パワーアダプター 
を抜いたりしないでください。データが破損するおそれがあります。 
a ご注意 

用件数が多いと、 「ACCESS」 表示が長時間表示されることがあります 
が、故障ではありません。表示が消えるまでお待ちください。 

充電式の電池を使用する場合のご注意 

• 本機では、充電式の電池も使用できます。 

• 充電池で満充電状態でも、本機に入れたときにバッテリー残量表示がフル状 
態を示さない場合があります。 

•電池の持続時間は、アルカリ乾電池よりも短くなります。 

• 充電池を充電する際に本機から電池を抜く必要があるため、その間に別の充 
電池または乾電池を入れておかないと、充電のたびに時計設定が初期状態に 
戻ってしまいます。 

• 充電器は常温で使用してください。 

• 充電池および充電器は、以下の製品をご利用ください。 

一充電式ニッケル水素電池： NH-AAA-4BC 
一充電式ニッケル水素電池専用急速充電器： BCG-34HRD 


日本国内での充電式疆池の廃棄について 

ニッケル水素充電池は、リサイクルできます。不要にな 
ったニッケル水素充電池は、金属部にセ□八ンテープな 
どの絶縁テープを貼って充電式電池リサイクル協力店へ 

Ni - MH ぉ持ちくださぃ。 

充電式電池の回収•リサイクルおよびリサイクル協力店 
については有限責任中間法人 JBRC ホームページ 
http :// www . jbrc . net / hp / contents / index.html を参照 
してください。 
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準備 2: 時計を合わせる 

アラーム機能を使用したり、録音した日時を記録するためには、本機の時 
計合わせをしておく必要があります。 

お買い上げのあと、初めて電池を入れたときや、電池を抜いたまま長時間 
お使いにならなかったあとに電池を入れたときは、日時表示が点滅しま 
す。手順4から始めてください。 



1シーソーキーをメニュー側に 
倒す。 

メニュー画面が表示されます。 

2シーソーキーを 上下 （►►!/ 
!◄◄) に J 甲して 「SET DATE 」 
を 選ぶ。 

3シーソーキー （■•►) を 押す。 

時計設定画面が表示されます。 

「年」の数字が点滅します。 



(次べージへ続く) 


11 




























準備 2: BS 計を合わせる（つづき) 


4年月日を合わせる。 

① シーソーキーを 上下 （►►!/!◄◄) 
に押して「年」の数字を 選ぶ。 

② シーソーキー （■•►) を押す。 

「月」の数字が点滅します。 

③ 同様にして、「月」「日」を合わせ 
る。 


④ シーソーキー （■•►) を押す。 

「時」の数字が点滅します。 



5時分を合わせる。 

① シーソーキーを 上下 （►►!/»◄◄) 
に押して「時」の数字を選ぶ。 

② シーソーキー （■•►) を押す。 

「分」の数字が点滅します。 

③ 同様にして、「分」を合わせる。 


! 


つか 




④ シーソーキー （■•►) を押す。 

メニュー画面に戻ります。 

H ご注意 

シーソーキー (■•►) を押さずに1分 
以上たつと、時計合わせがキャンセル 
され、通常の表示に戻ります。 



6シーソーキーをメニュー側に 
倒す。 

メニュー設定が終了し、通常の表 
示に戻ります。 

度 時計設定後、3秒以上何も操作をしない 
と、現在時刻表示 （29 ページ）となりま 
す0 



Q ST 

uu/SS 8^5 / 
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> 基本的な使いかた 

用件を録音する 

3つのフォルダ （ A 、 B 、 C ) にそれぞれ99件まで用件を録音できま 
す。録音には、次の3通りの方法があります。 

• 一番最後の部分に録音する 
• 録音済みの用件に追加録音する （37 ページ） 

• 上書き録音する （38 ページ） 

ここでは、一番最後の部分に自動的に録音する方法を説明します。 

5月1日11:30 5月1日12:00 5月2日10:00 


2 日 14 黯さんと) C 4 日 I 溫， 


用件1 

用件2 

用件3 

空き スペース 


み 


5月4日9:00に録音 


淡 

/田中さんに祝電、 

\ を打つこと ノ 

用件1 

用件2 

用件3 

用件4 


L 


■■最後の部分に録音される。 


最大録音可能時間 

最大録音時間は、全フォルダ合わせて下記のようになります。ひとつ 
のフォルダに最大録音時間まで録音することもできます。 



ST モード* 

STLP モー ド** 

SP モー ド*** 

LP モー ド**** 

ICD - SX 35 

2時間50分 

5時間35分 

8時間50分 

23時間40分 

ICD - SX 45 

5時間50分 

11時間15分 

17時間50分 

47時間35分 

ICD - SX 55 

11時間45分 

22時間40分 

35時間55分 

95時間50分 

* ST モード: 

:ステレオ標準モ- 

-ド ** 

STLP モード：ステレオ長時間モード 

*** SP モード 

:モノラル標準モ- 

ー ド ** 

** LP モード：モノラル長時間モード 


ご注意 

• より良い音質で録音したいときは、 ST モードまたは STLP モードをお使 
いください。録音モードの切り換えかたは、55ページをご覧ください。 
•録音を始める前に必ず電池残量表示 （9 ページ）を確認してください。 

• 長時間録音途中の電池交換を避けたいときは、付属の AC パワーアダプ 
夕一 ( ICD - SX 55 のみ）または別売りの AC パワーアダプター AC - E 30 L 
をお使いください （58 ページ)。 

• 録音モードを混在して録音した場合、最大録音時間は任意に変化します。 

• タッチノイズとこすれ音が録音されることがあります。 


一基本的な使いかた 
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用件を録音する（つづき) 


録音したいフオルダを選ぶ 



シーソーキーを フォルダ側に何度か倒し 
て、録音したいフォルダ （A、B、C) を 表 
示させる。 

選択されたフォルダ 



& 


録音を始める 

①停止中に 參録 音/一時停止ポタンを押す。 

•録音/一時停止ボタンは、録音中ずっと押 
し続ける必要はありません。 

© 内蔵マイクに向かって話す。 

録音モード表示 メモリー残量表示 


録/再ランプ（録音中は赤 
く点灯) 

メニューの 「LED」 を rOFFJ 
に設定しているときは消灯し 
ます （52 ページ)。 




用件番号 


マイク感度表示 
カウンター表示 

メニューで設定した表示 （29 ベ- 
ジ） が表示されます。 


B ご注意 

• 録/再ランプが赤またはオレンジに点灯 • 点滅中は電池をはずしたり、 
AC パワーアダプターを抜いたりしないでくださしヽ。データが破損する 
おそれがあります。 

• 録音中、本機に手などがあたったり、こすったりすると雑音が録音され 
てしまうことがあります。ご注意ください。 
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Q 


録音を止める 



■停止ポタンを押す。 

今録音した用件のはじめで停止します。 

次に録音するとき、フオルダが同じ場合は、 
手順1は省略できます。 


その他の操作 


録音を一時停止する* 

•録音/一時停止ボタンを押す。 

録音一時停止中は録/再ランプが赤く点滅し、 
「 PAUSE 」 （録音一時停止）表示が点滅します。 

録音一時停止を 
解除する 

もう一度•録音/一時停止ボタンを押す。 

先ほど録音していた用件に続けて録音することができ 
ます。（録音一時停止後、録音を続けず、停止すると 
きは、■停止ボタンを押します。） 

今録音したばかりの 
用件を聞く 

シーソ_キ_ (■•►) を押す。 

録音が解除され今録音した用件のはじめから聞くこと 
がでぎます。 

早戻し（レビュー） 
再生する 

録音中または録音一時停止中にシーソーキーを下 
(!◄◄) に押す。 

録音が解除され今録音したところが早戻し（レ 
ビュー）再生されます。シーソーキーを元に戻すと、 
戻したところから再生が始まります。続けて上書き録 
音 （38 ページ）をしたいときなどに便利です。 


'録音を一時停止して約1時間たつと、録音一時停止は解除され、録音停止にな 
ります。 


(次ページへ続く） 


一基本的な使いかた 
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用件を録音する（つづき) 


マイクの設定をする 

特定の方向の音を中心に録音する 

指向性スイッチを「入」にすると、マイク 
を向けた方向の音を中心に録音できま 
す。講演や会議での発表者など、特定の 
方向の音を録音する場合に便利です。 

H ご注意 

指向性スイッチは、本機の録音モードが SP (モノラル標準）または LP (モ 
ノラル長時間）モードの場合のみ働きます。音声の音場感を重視する ST 
(ステレオ）モードまたは STLP (ステレオ長時間）モードの場合は、指向 
性スイッチの入/切にかかわらずステレオ録音されます。 

録音モードについては、55ページをご覧ください。 

全方向の音を録音する 

指向性スイッチを「切」にします。内蔵マイクの方向による違いはあ 
りません。 



指向性スイッチを 
「入」にする 


内蔵マイクの感度を切り換えるには 

メニューの中で 、 「SENS (マイク感度)」を設定します （55 ベージ)。 
それぞれに特徴を持った2つのマイク感度から、お使いの場面に合わ 
せた感度を選んでください。録音中でもマイク感度の設定はできま 
す。 

H :会議室での録音など、遠くの音や小さい音を録音するときに使 
用します。 

L ： 口述録音など、マイクを口元に近づけて録音したり、近くの音 
や大きい音を録音するときに使用します。 
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録音中の便利な機能を使う（録音モニター/ 
デジタル VOR ) 

録音中の音を聞くには 一 録音モニター 

録音中は、付属または別売りのイヤー レシーパー をへ ッ ドホン ジャック 
に差し込むと、録音中の音をつないだイヤ_ レシーバーからモニター で 
きます。 モニター 音は音量 +/— ボタンで 調節できます。（録音レベルは 
一定です。） 

D ご注意 

録音モニター中に音量を上げすぎたり、イヤーレシーバーを本体に近づけ 
すぎたりすると、イヤーレシーバーの音を内蔵マイクが拾い、ピーッとい 
う音（八ウリング）が生じることがあります。 

音がしたとき自動的に録音を始めるにはーデジタル VO R 機能 

メニューの中で 、 VOR (自動音声録音スタート）機能を設定できます 
(56 ページ)。録音中に VOR 録音の設定を変更することもできます。 

• メニューで VOR を 「 on 」 に設定してから•録音/一時停止ボタンを 
押すと、 「 VOR 」 が表示されて VOR 録音が始まります。 

•マイクで拾う音が一定レベル以下まで小さくなると、 「 VOR 」 と 
「 PAUSE 」 が点滅して、 VOR 録音一時停止状態になります。 

• VOR 録音一時停止状態のときにマイクが一定レベル以上の大きさ 
の音を拾うと、 VOR 録音が再開されます。 VOR 録音を完全に停止 
するには、メニューで VOR を rOFFJ に設定してください。 

B ご注意 

VOR 機能は周囲の環境に左右されます。状況に合わせてマイク感度を切り 
換えてください。マイク感度を切り換えても思いどおりに録音できないと 
きや、大切な録音をするときは、 VOR を 「 OFF 」 に設定してください。 


一基本的な使いかた 


(次べージへ続く） 
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用件を録音する（つづき） 

メモリー残量表示について 

残量が減ると、表示ブロックがひとつずつ消えていきます。残り録音 
可能時間が5分を切ると、メモリー残量表示が点滅します。 


Q 


ST 


0 


I/O 


H M S 

： IUc (L !:!/ 


ボナ:■:こ- 


さら に残り 録音可能時間が1分を切ると、残り時間表示も点滅します 
(29 ページの表示モードの設定には関係なく残り時間表示となりま 
す)〇 


0 ST 

m / \l mTOTi b / 
- /1 • turn 


メモリーがいっぱいになると、自動的に録音が止まり、「ピピピピ」と 
いう警告音が鳴り、 「FULL」 が表示されます。録音を続けるには、不 
要な用件をいくつか消去してください （39 ページ)。 


B ご注意 

メニューで 「BEEP」（56 ページ）を 「OFF」 に設定しているときは、ビー 
ブ音は鳴りません。 
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外部マイクや他の機器を使って録音する 

外部マイクや他の機器（テープレコーダーや MD など）の音声を本機 
で録音できます。お使いになる機器により、次のように接続します。 


外部マイクで録音する 

本機のマイクジャックにマイク□ホ 
ンをつなぎます。 

外部マイクをつなぐと、内蔵マイクは 
自動的に切れ、外部マイクの音を録音 
します。プラグインパワー対応のマイ 
クを使うと、マイクの電源は本機から 
供給されます。 

お使いになれるマイク 

ソニー製エレクトレットコンデンサーマイク□ホン（ステレオマイク） 
ECM-CS10 (別売り）をお使いいただけます。 



他の機器の音声を録音する 

他の機器の音声を録音するには、本機のマイク感度を 「H」 に設定 
し、マイクジャックと他の機器（テープレコーダーなど）の音声出力 
端子（ステレオミニプラグ）を、別売りのソニー製オーディオコード 
を使ってつなぎます。オーディオコードの型番については、別紙の 
「ICD 知っ得 Q&A」 をご覧ください。 

H ご注意 

1C レコーダーへの入力に抵抗なしオーディオコードを使用すると音声がゆ 
がんで録音されることがあります。抵抗入りオーディオコードをお使いく 
ださい。 


(次べージへ続く) 


一基本的な使いかた 


19 






















外部マイクや他の機器を使って録音する（つづき) 

本機の音声を他の機器で録音する 


他の機器で本機の音声を録音する場合は、本機のへッドホンジャック 
と他の機器の音声入力端子（ステレオミニプラグ）を、別売りのソニ 
一製オーディオコードを使ってつなぎます。 



接続方法の詳細やオーディオコードの型番については、別紙の ncD 
知つ得 Q & A 」 をご覧ください。 
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録音した用件を聞く 

あらかじめ録音してある用件を選んで聞くときは、手順1から操作してくだ 
さい。今録音したばかりの用件を聞くには、手順3から行ってください。 


フオルダを選ぶ 



シーソー キーを フオルダ側に何度か倒して 
再生したい用件の入ったフォルダを表示さ 
せる。 


選択されたフォルダ 



ぼ 


用件番号を選ぶ 



r —シーソーキーを上下 （►►!/!◄◄) に押して、聞きたい 
用件の番号を表示させる。 

•上 （►►!) に押す：次の用件へ 
•下 （!◄◄) に押す：前の用件へ 


選んだ用件番号 




n 


ST 


H M S 

n n n n n 


-カウンター表示 

メニューで設定した表 
示 （29 ページ）が表示 
されます。 


フォルダ内の総用件数 


(次べージへ続く) 
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録音した用件を聞く（つづき) 


再生を始める 



は緑に点灯*) 


① シーソーキー（■•卜）を押す。 


0 ST 

画： 

0:1/ :u 

H M S 

rmn j < 
UUU L t 

i 

i 

i 


カウンター表示 

メニューで設定した表示 （29 ページ） 
が表示されます。 

②音量ポタン十/一で音量を調節する。 

* メニューの 「LED」 を rOFFJ に設定している 
ときは消灯します （52 ページ)。 


1つの用件の再生が終わると、次の用件のはじめで停止します。 
フォルダ内の最後の用件の再生が終わると、その用件のはじめに戻つ 
て停止します。 


高音質で再生するには 

• イヤーレシーバーで聞く 

付属または「主な仕様」 （65 ページ）に記載されている別売りのステ 
レオイヤーレシーバーをへッドホンジャックにつないでください。 
スピーカーからは音が出なくなります。 

• 外部 スピーカーで 聞く 

別売りのアクティブスピーカーをヘッドホンジ ヤツ クにつないでく 
ださい。 
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その他の操作 


再生の途中、その位置で 
停止する 

■停止ボタンまたはシーソーキー (■•►) を押す。 
もう一度シーソーキー (■•►) を押すと、 

止めたところから再生が始まります。 

今聞いている用件の 
頭に戻る* 

シーソーキーを下 （!◄◄) に短く1回押す。 w 

前の用件、さらに前 
の用件に戻る 

シーソーキーを下 （!◄◄) に短く何回か押す。 

(停止中は押したままにすると、連続して戻ります。） 

次の用件に進む* 

シーソーキーを上 （►►!) に短く1回押す。** 

さらに次の用件に進む 

シーソーキーを上 （►►)) に短く何回か押す。 

(停止中は押したままにすると、連続して進みます。） 


* ブックマーク （35 ページ）を設定してある場合は、用件の頭ではなく、ブックマー 
クの位置まで進み展ります。 

** イージーサーチ （EASY-S) が rOFFJ に設定されている場合の操作です。 「on」 に 
設定されている場合の操作は下記の「聞きたいところをすばやく探すには 一- T— ジ 
ーサーチ機能」をご覧ください。 


基 

本 

的 

な 

使 


い 

か 

た 


小さな音を聞きやすい大きさに調節するにはーデジタルボイスアップ機能 

ボイスアップスイッチを「入」にすると、聞き取りにくい小さな音も 
大きな音で再生することができます。全体の録音レベルを最適化する 
ことで、バランスの良い、聞き取りやすい再生音になります。 


用件の再生スピードを調節するには 一 DPC (デジタル.ピッチ.コントロール) 
メニューの中で、 DPC の再生スピードを設定しておくと、再生中で 
も DPC 切り換えスイッチを「入」にして、速聞き （「 FAST 」 と表 
示)、または遅聞き （「 SLOW 」 と表示）ができます （33 ページ)。再 
生中でも DPC の再生スピードの設定はできます。 


(次べージへ続く) 
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録音した用件を聞く（つづき） 

聞きたいところをすばやく探すには ー イージーサーチ機能 

メニューの中で、イージーサーチ （ EASY - S ) を 「 on 」 に設定してお 
くと、再生中にシーソーキーを上下 (►►!/!◄◄) に何度か押して聞き 
たいところまで早送り、早戻しをして聞くことができます （56 ペー 
ジ)。シーソーキーを下 （!◄◄) に1回押すごとに約3秒前、上 OW ) 
に1回押すごとに約10秒先を再生します。会議録音などで、聞きたい 
ところをすばやく探すのに便利です。 

再生中に早送り/早戻しするには（キュー/レビュー） 

• 早送り（キュー）： 再生中にシーソーキーを上 （►►!) に押したまま 
にして、聞きたいところで離します。 

• 早戻し（レビュー）： 再生中に シーソー キーを下 （ h «) に押したま 
まにして、聞きたいところで離します。 

最初は少しずつ早送り/早戻しされるので、1語分だけ戻したり、送 
ったりして聞きたいときに便利です。しばらくそのままにすると、高 
速での早送り/早戻しになります。早送り/早戻し中は、表示モード 
(29 ページ）の設定に関係なく、カウンター表示になります。 

度 最後の用件の終わりまで再生または早送り（キュー）すると 

• 最後の用件の終わりまで来ると、 「END」 表示が5秒点滅します。 

点滅中は録/再ランプは緑に点:0しています（再生音は聞こえません)。 

•「END」 の点滅と録/再ランプが消えると、最後の用件の頭に戻って止ま 
ります。 

•「END」 の点滅中にシーソーキーを下 （!◄◄) に押したままにすると、早 
戻しされ、離したところから再生が始まります。 

• 最後の用件が長時間の用件の場合で、用件中の後ろの方を探して再生し 
たい場合は、シーソーキーを上 （►►!) に押し続けていったん用件の最後 
まで早送りして、 「END」 表示の点滅中にシーソーキーを下 （!◄◄) に押 
して聞きたいところまで早戻しして探すと便利です。 

• 最後の用件以外の場合は、次の用件の頭に送ってから再生中に早戻しす 
ると 素早く探せます。 
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フォルダ内の用件を続けて聞くには一連続再生 

メニューの中で、連続再生 （ CONT ) を 「 on 」 に設定すると、フォル 
ダ内の用件を連続して再生できます （56 ページ)。再生中でも連続再 
生の設定はできます。 

同じ用件を繰り返し聞くには 一 1件リビート再生 

再生中にシーソーキー(国 •►) を1秒以上押します。 

「 c ^」 が表示され、その用件が繰り返し再生されます。 



普通の再生に戻るには、シーソーキー （■•►) を押します。再生を止め 
るには、■停止ボタンを押します。 

货 指定した区間を繰り返し聞くには （ A - B リピート） 

指定した A 点と B 点間を繰り返し再生できます。36ページをご覧くださ 
い0 


(次ページへ続く) 
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表示窓の見かた 

表不窓の各部の名称 



Q ] フオルダ表示 

現在選択しているフォルダが 
表示されます。 

m アラーム表示 （48 ページ） 
用件にアラームが設定され 
ているとき表示されます。 
m 録音モード表示 （55 ページ） 
現在選択している録音モー 
ドが表示されます。 

ST :ステレオ標準モード 
STLP :ステレオ長時間 
モ _ ド 

SP :モノラル標準モード 
LP :モノラル長時間モード 
a REC (録音）表示 
録音中に表示されます。 

固電池残量表示 （9 ページ） 

電池残量を表示します 。 AC 
パワーアダプター 使用時は 
表示されません。 

[6] メモリー残量表示 （18 ページ） 


m 重要 マーク （46 ページ） 
用件に設定してある重要 
マークが 表示されます。 
m 選んだ用件番号/フォルダ内 
の総用件数 

囹リピート表示（25、36ベージ） 
1件リピート、 A - B リピート 
再生中に表示されます。 
m ブックマーク表示 （ 35 ページ) 
用件にブックマークが設定さ 
れていると表示されます。 
m カウンター、残り時間、録 
音日時、現在時刻表示 （29 
ベージ） 

メニューで設定した表示が 
表示されます。 

M マイク感度表示（16、55ぺ 
_ ジ） 

選択している録音時のマイ 
ク感度が表示されます。 

H :会議録音モード 
L :口述録音モード 
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録音 • 再生時の表示 

通常の録音、再生時には、現在録 
音または再生している用件の番 
号、録音モード、マイク感度、カウ 
ンターなどが表示されます。 


録音モード(〇 VER (上書き録音)/ 
ADD (追加録音)など)や再生モー 
ド (FAST (速聞き)/ A-B(A-B リピ 
—卜再生)など)は下側に点滅表示 
されます。 

メニュー 設定時の表示 

メニュー項目と設定を表示しま 
す。点滅している部分が設定可能 
な項目です。 


アラーム設定や時計合わせ時は、 
右のように時計表示になります。 


表示例 


Q ST fsTM _ 

-til H M S 

ど/か；二? 


フオルダ A の 21 件中 21 番目の用 
件を、録音モード 「ST」、 マイク 
感度 「H」 で録音中の場合 


□ ST _! 

U7 ! 綱 & i 

DPC スイッチを「入」にして速聞 
きを始めた場合 


LP モー 

ヾ選択中 


W ㈣ i 


1 

1 


MODE (録音モード)メニュー 





年月日 （2004 年5月10日）設定中 


(次べージへ続く) 


一基本的な使いかた 
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表示窓の見かた（つづき) 


残量の表示 

• 電池残量は右上に表示されます 
•フォルダ最後部分などは下側に 
点滅表示されます (FULL (録音 
残り時間なし)/ END (フォルダの 
最後部分)など)。 


表示例 
□ ST 

53 / 53 ^' 

- 

録音残り時間表示 

mo 時間が1分を切った場合に 

表示) 


MTTTri b/ 

娜5域: 

t m t m \ 


エラーメッセージの表示 

エラー メッセージや エラー 番号 
(ERR 01など)を表示します(63、 
64ぺージ)〇 


、111 III 111111 

: Jirr 

M / ■ 

55 = ! 

アクセスエラーメッセージ表示時 

\ 1翁1晒1 1 1 1 1翁 

. . . . 

\ 

it / 1 
n 1 - ■ 
j 1， ■ 
h - M -^ - 


エラー番号表示時 
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ます。 

シーソーキー （■•►) を押す。 
シーソーキーをメニュー側に 
倒す。 

通常の表示に戻ります。 


货 現在時刻表示について 

停止中に3秒以上何も操作をしない 
と、表示モードに関係なく、時刻 
表示になります。 


表示を切り換える 

表示を切り換えることができます。停止時、録音時、再生時とも、設 


Q ST 


03 /ia 

8^5/! 


(次べージへ続く) 
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シーソーキーをメニュー側 
に倒す。 

メニュー画面が表示されます。 


ST 

極函： 


1 1 u .u C ■ 


COUNTER 

♦ 

REC TIME 


REM 

♦ 

REC DATE 


通常表示 


Q ST 

0:1/is 


現在時刻表示 


定しておいた表示モードになります。 



!◄◄) に押して、 「DISP」 を選 
ぶ。 

3シーソーキー （■•►) を押す。 

表示設定画面が点滅表示します。 

4シーソー キーを上下 （►►!/ 
!◄◄) に押して、表示モード 
(次ページ）を選ぶ。 

表示モードは右の順に切り換わり 


V I I I I I I I I I I / 

—.r rntu 〇一 


5 6 


一基本的な使いかた 








































表示を切り換える（つづき) 


次の表示モードから選びます。 

■ カウンター表示モード ( COUNTER ) 

ひとつの用件の中の経過時間を表 
します。 


Q ST 


■ 残り時間表示モード ( REM ) 

再生中はその用件の中の残り時間 
を表します 0 


Q ST 

u ： i/is -sur-i^ 


録音中、停止中は録音可能な残り 
時間を表示します。 

録音年月日表示モード 
(REC DATE ) 

再生または停止中は、用件を録音 
した年月日を表示します。録音中 
は、現在の年月日を表示します。 
(時計を合わせていない場合は、 
「--丫 一M-D」 と表示されます。） 



■ 録音時刻表示モード (REC TIME ) 

再生または停止中は、用件を録音 
した時刻を表示します。録音中は、 
現在の時刻を表示します。（時計を 
合わせていない場合は、と 
表示されます。） 


Q ST <mi 
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表示を消す 


本機には、電源スイッチはありません。表示部には常に表示が出てき 
ますが、電池の持続時間 （9 ページ）にはほとんど影響はありませ 
ん〇 

使用していない時に表示を消すには、停止中にホールドスイツチを矢 
印の方向にずらします。 



「HOLD」 が3秒点滅し、表示窓の表示が消えます。 

表示を出すには、ホールドスイッチの位置を元に戻します。 
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> いろいろな再生のしかた 

小さな音も聞きやすい大きさで再生する 

ーデジタルポイスアップ機能 

停止中または再生中にボイスアップスイッチを「入」にすると、聞き 
取りにくい小さな音も聞きやすい大きさに自動調整して再生すること 
ができます。全体の録音レベルを最適化することで、バランスの良 
い、聞き取りやすい再生音になります。 



ボイスアップ 
シーソーキー 

(メニュー/ ►►!/!◄◄/■•►) 


ボイスアップスイッチを「切」の位置に戻します。 
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再生スピードを調節する 

—DPC (デジタル • ピッチ • コントロール機能） 

再生スピードを通常の約2倍(+100%)から半分(-50%)の間で調 
節できます。その際、音程はデジタル処理により、自然に近いレベル 
で再生します。 



速聞きまたは遅聞き再生するには 

DPC スイッチを「入」の位置にして再 
生します。 

画面に 「 FAST 」 または 「 SLOW 」 が3 
秒点滅し、メニューで設定した再生ス 
ピードで用件が再生されます。 


通常の再生スピードに戻すには 

DPC スイッチを「切」の位置に戻しま 
す0 


速聞き再生の場合 


Q ST _ 

uri/ndE 卜 :: 


遅聞き再生の場合 


Q 


ST 


1 1 w ， v ，ぐ 
U »/ 1 hlj L U LU ^ 


(次べージへ続く） 


一いろいろな再生のしかた 
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再生スピードを調節する 一 DPC (デジタル•ピッチ•コン 
卜□—ル機能）（つづき） 


再生スピードを設定するには 

メニューで DPC スイッチを「入」にしたときの再生スピードの設定を 
します。設定したスピードは、次に設定し直すまで有効です。 


1シーソーキーをメニュー 側に 
倒す。 

メニューが表示されます。 

2シーソー キーを上下 （►►!/ 
!◄◄) に押して、 「 DPCJ を表 
示させ、 シーソー キ ー （■•►) 
を押す。 



再生スピード設定画面が表示されます。表示されている数字は、 
標準スピードを「0」にした場合のスピードのパーセンテージ 
(%)です。 


シーソーキーを 上下 （►►!/ 

!◄◄) に押し、再生スピードを 
設定する。 

•上 （►►!) に押す：速聞き再生（10%単位で+100%まで) 
•下 （ hM ) に押す：遅聞き再生（5%単位で-50%まで） 


|(™) 

- 


4シーソーキー （■•►) を押す。 

設定したスピードが確定します。 

5シーソーキーをメニュー 側に 
倒す。 

通常の表示に戻ります。 


極^] 



0 ST 

IJ I/HJ 
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ブックマークを 設定す る 

ブックマークは用件の途中で設定し、再生時に利用します。設定でき 
るブックマークの数は1つの用件に1つずつです。 



再生中、または停止中にブックマークをつけたい場所で分割 
/ブックマークポタンを1秒以上押す。 

ブックマーク表示 （ダ） が3 回 点滅 
し、ブックマークが設定されます。 


すでにブックマークの設定された用件に新たに設定すると、古いブッ 
クマークは解除され、新しい位置にブックマークが移動します。 

ブックマークの位置から再生を始めるには 

停止中にシーソーキーを上下 (►►!/!◄◄) に押します。ブックマーク 
表示が3秒点滅したら、シーソーキー（国 •►) を押します。 

ブックマークを削除するには 

停止中に シーソー キーを上下 （►►!/!◄◄) に押してブックマークを消 
去したい用件の番号を選び、分割/ブックマークボタンを押しながら 
消去ボタンを1秒以上押します。ブックマーク表示と 「 ERASE 」 が点 
滅中にもう一度消去ボタンを押します。 

〇ご注意 

ブックマークが 設定され ている 用件を用件結合 （42 ページ）したいとき 
は、 ブックマークを 削除してから用件結合してください。 
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指定した区間を繰り返し聞く - A - B リピート 

用件の再生中に、繰り返し聞きたい区間の最初 （ A 点）と最後 （ B 点) 
を指定します。 


A - B 4 (リピート）/ 
重要 



1再生中に A-B 4(リピート）/ 
重要ポタンを短く押して、 A 点 
を指定する。 

「 A-B 巳」が点滅します。 

2 もう一度 A-B S (リピート）/ 

重要ポタンを短く押して、 B 点 
を指定する。 

「 a - b 」 と r 4」が表示され、指定 



した区間が繰り返し再生されます。 


普通の再生に戻すには 

シーソーキー (■•►) を押します。 

A - BU ピート再生を止めるには 

■停止ボタンを押します。 


H ご注意 

• 2件以上の用件にまたがって指定はできません。 

• B 点を指定しないと、その用件の終わり（またははじめ）が自動的に 
B 点になります。 
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録音済みの用件に追加または上書き録音する 

H こ'注意 

• 本機の工場出荷状態では、誤操作を防ぐために追加録音や上書き録音は 
利用できません。「追加録音/上書き録音できるようにする」 （54 ベージ）の 
手順にしたがって、設定を変更してください。 

• 追加または上書き録音する部分は、再生中の用件と同じ録音モード 
(ST、STLP、SP、LP) で録音されます。メニューで設定した録音モー 
ド （55 ページ）とは異なる場合がありますので、ご注意ください。 

•録音残り時間が不足している場合は追加または上書き録音ができませ 
ん。詳しくは「故障かな？と思ったら」 （60 ベージ）をご覧ください。 


録音済みの用件に追加録音する 


メニューで追加録音が選ばれている場合 （「 REC - OP 」 が 「 ADD 」 に 
設定されているとき)、用件を再生中にその用件に追加して録音でき 
ます。新しく追加した内容は、再生中の用件の最後に再生中の用件 
の一部として追加されます。 


用件 3 再生中 

用件 3 

用件 4 


0 

追加録音後 

用件 3 

■ 

用件 4 

1再生中に•き 
ンを押す。 


追加した内容 


绿音/一時停止ボタ 



「 REC 」 と 「 ADD 」 が^点滅し、録 
音スタンバイ状態になります。 



(次ページへ続く) 


内蔵マイク- 
録/再ランプ- 


I 


•録音/—時停止 
停止 


>用件の編集 


I 用件の編集 
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録音済みの用件に追加または上書き録音する（づづき） 

2 「 RECJ と 「 ADDJ が点滅中に、•録音/-時停止ポタンを 
押す。 

「REC」 が点灯表示に変わってから 「ADD」 が3秒点滅し、緑/再 
ランプは赤に変わります。 

その後、再生中の用件への追加録音が始まります。 

3 ■停止ポタンを押して録音を止める。 


録音済みの用件の途中から上書き録音する 

メニューで追加録音が選ばれている場合 （「REC-OP」 が 「OVER」 に 
設定されているとき)、用件の中の指定した場所から、新しい用件を 
上書き録音できます。すでに録音してあった部分は消去されます。 


上書き録音を蛑めたい場所 


用件2 


用件3 用件4 


^2件目で消去される部分 


用件2 


用件3 


用件4 


用件2に上書き録音された部分 


1再生中に•録音/一時停止ポタンを押す。 

「REC」 と 「OVER」 が点滅し、録 
/再ランプが赤く点滅します。 


2 •録音/一時停止ポタンを押して録音を開始する。 

設定しておいた表示モード （30 ページ）に戻り、緑/再ランプは 
赤く点灯します。 

3 ■停止ポタンを押して録音を止める。 


Q ST _ 

, r , 、、レ H 1 2 3 ，: 1 S ぐ - H 

U L / i U へ Li 參、 
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録音した用件を消去する 

録音した用件を1件ずつ、または1つのフオルダ内の全用件を一度に消去 
できます。 

B ご注意 

一度消去した内容はもとに戻すことはできません。ご注意ください。 



1件ずつ消去する 

消したい用件だけを消去できます。 

用件を消すと、次の用件が自動的に繰り上がるので、間に空白部分は残り 
ません。 


消去前 

用件1 

用件2 

用件3 

用件4 

用件5 

3件目を消去する0 

消去後 

用件1 

用件2 

用件3 

用件4 



用件の番号が繰り上がる 


(次べージへ続く) 
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録音した用件を消去する（つづき) 


消去したい用件を再生中に消去ポタンを押す。または、停 
止中に消去ポタンを1秒以上押す。 

用件番号と 「ERASE」 が点滅し、 

消去したい用件のはじめと終わり 
の5秒が10回ずつ再生されます。 


私 


ST 




2 「ERASE」 の点滅中（用件の再生中）に消去ポタンをもう 
1度押す。 

用件が消去され、以降の用件番号 [0 ST ^ 

が繰り上がります。 /'■<>-• nnn r.r5 h 

U J! u j u u u u u / 


(例えば、用件 3 を消去した場合、用件4だったものが用件3にな 
ります。消去が完了すると、消去した用件の次の用件の頭で停止 
します。） 


度 途中で消去をやめるには 

手順2の前に■停止ボタンを押します。 


度 他の用件を消去するには 

手順1と2を繰り返します。 


度 ひとつの用件の一部分だけ消去するには 

用件分割 （42 ページ）して、消去する部分としない部分に分けてから、消 
去したい部分の用件番号を選んで前ページの操作をします。 
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フォルタの中身を一度に消去する 

1つのフォルダの中のすべての用件を一度に消去できます。 

1シーソーキーをフォルダ側に何度か倒して、全用件を消去 
したいフオルダを表示させる。 


ra st 

S:i/：S 


■停止ボタンを押しながら、消去ボタンを1秒以上押す。 

用件番号と 「ALL ERASE 」 が10 
秒点滅します。 


金1 


「ALL ERASE 」 の点滅中に消去ボタンを押す。 

フォルダ内の用件が削除されま 
す。フォルダ自体は削除されませ 


ん〇 

途中で消去をやめるには 

手順3の前に■停止ボタンを押します。 


0 ST 

[13/ FIL 


□ 

nn 

uu 


ST 


■用件の編集 
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用件をふたつに分ける/つなげる 



ひとつの用件をふたつに分割（用件分割）したり、ふたつの用件をひ 
とつにつなげる（用件結合）ことができます。 

用件分割一録音または再生中に行います。（下記参照） 

用件結合一停止中に行います。 （44 ページ参照） 



B 用件分割/用件結合についてのご注意 

1C レコーダーの録音方式のシステム上の制約により、用件分割/用件結合 
できなくなることがあります。 （64 ページ） 


用件をふたつに分ける（用件分割) 


録音または再生中に用件を分割して、その場所に新しい用件番号が付 
けられます。会議など1件の用件が長時間になったときなどに、複数 
の用件に分割しておくと再生したい場所がすばやく探せ、便利です。 
分割したい用件が入っているフォルダの用件数が99件になるまで、 
用件を分割できます。 

H ご注意 

•用件を分割するには、メモリーに一定の空き容量が必要です。詳しくは 
「システム上の制約」 （64 ページ）をご覧ください。 

• 重要マーク （46 ページ）の付いた用件を分割した場合、分割した後ろの 
用件にも同じ重要マークが付きます。 
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録音または再生中に、用件分割したいところで分割/ブック 
マークポタンを押す。 

• 録音中に押したときは： 押したところ 

から新しい用件番号がつき、その番 

号と 「 DIVIDE 」 が3秒点滅します〇 2 |5 n/ st 

つの用件として録音されますが、途 三!]丑! 脱> 

切れず続けて録音されます0 -…丨丨丨丨 u 丨、 

cr 録音一時停止中でも用件分割できます。 


I 用件1 用件2 I 用件3 

用件を分割 

->続けて録音される 

• 再生中に押したときは： 押したところ 

で用件が分割され、 「 DIVIDE 」 が3秒 
点滅します。新しい用件番号が付 
き、以降の用件番号はひとつずつ送 
られます。 


n st <mi 

*▼,▼</ \ m I m 11 / 

;;-* / < n ^ w n o < t Tt c - 
LI Jl iu ^.u i u i jjl 
- 〆 I I I M I I I I N 


用件1 

用件2 

用件3 



〇 用件を分割 



用件1 

用件2 

用件3 

用件4 

用件番号が1つずつ増える 


用件を分割した部分を探して聞くには 

分割した用件を1件として用件番号がついているので、用件番号を探 
すときと同様にシーソーキーの上下 (►►!/!◄◄) を押して再生する部 
分を探してください。 

( T 分割した用件を続けて聞くには 

メニューで連続再生 （CONT) を 「on」 にしておくと便利です （56 ページ)。 


(次べージへ続く) 
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用件をふたつに分ける/つなげる 一 用件分割/用件結合 
(つづき） 


用件をつなげる（用件結合) 

2つの用件を1つの用件に結合できます。 


用件1 

用件2 

用件3 

用件4 



' V 7 用件を結合 



用件1 

用件2 

用件3 

用件番号が1つずつ減る 


a ご注意 

•用件をつなげると、後ろの用件のアラーム設定 （48 ページ)、重要マーク 
(46 ページ)、プックマーク （35 ページ）などは削除されます。 

•プックマーク （35 ページ）のついた用件の場合、以下の操作でまずブッ 
クマークが解除されます。もう1度以下の操作を行うと、用件を結合でき 
ます。 

1■停止ポタンを押して停止状態にする。 

2シーソーキーの 上下 （►►!/!◄◄) を押して、つなげたい2 
つの用件のうち、後ろのほうの用件番号を選ぶ。 


分割/ブックマークボタンを押しながら消去ポタンを1秒 
以上押す。 

「 COMBINE 」 が 10 秒点滅します。 



ST 

\ 

S3 / 

\ 1 it 11111 
、 r n m n 
^ L um jj 

ill/ i 

り - ； H| 

， •< ， ▲〆■ 


4 点滅している間に消去ポタンを押す。 

2つの用件が1つの用件にまとまり、用件番号が上図のようにつけ 
直されます。 


度 途中で用件結合をやめるには 

手順4の前に■停止ボタンを押します。 
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用件を別のフオルダに移動する 


録音済みの用件を、別のフォルダに移動できます。移動すると、もと 
のフオルダからその用件はなくなります。 



1移動させたい用件を再生する。 ^ c T -^ 

/ H M S 

m n n こい j it 

U J/ IU U U L I J 


用件の再生中にシーソーキーをフォルダ側に何度か倒して移 


動先のフォルダを点滅させる。 

移動先のフォルダと 「 MOVE 」 が 
点滅し、用件のはじめと終わりの 
5秒が10回ずつ再生されます。 

シーソーキー （■•►) を 押す。 

用件が移動先のフォルダに移動し 
ます。そのフォルダの録音日時順 
または、重要マーク順にした がつ 
た場所に挿入されます。 



贺 途中でフォルダの移動をやめるには 

手順3の前に■停止ボタンを押します。 
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用件に優先順位をつけて並べ換える-重要マ-ク 

通常、用件は各フォルダの中で録音日時の古い順に番号が付けられて 
並んでいます。これを、重要な用件が先に来るように、重要マーク 
(★) を付けて並べ換えることができます。 

「★★★」（最重要)、「★★」、「★」、無印の4段階に並べ換えることがで 
きます。停止中または再生中に操作ができます。 



停止中に重要マークを付ける 


1重要マークを付けたい用件を表示させる。 


0 ST 

u ： l/IS 



2 A-B 4(リピート）/重要ポタンを1秒以上押す。 


用件番号と★マークが点滅します。 



ST 



点滅している間に A-B 4(リビート）/重要ポタンを何度 
か押して★の数を選ぶ。 


点滅から点灯に変わると、設定が 
完了し、用件が並び換わります。 
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再生中に重要マークを付ける 

1重要マークを付けたい用件の再生中に A-B 4(リビート) 
/重要ボタンを1秒以上押す。 

用件番号と★マークが点滅し、用 
件のはじめと終わりの5秒が10回 
ずつ再生されます。 



2 A-B 4 (リビー ト）/重要ボタンを何度か押して★の数を 



3 シーソーキー（国 •►) を押して決定する。 


設定が完了し、用件が並び換わり 
ます。 


Q ST 

lu l/：S 



重要マークの付いた用件は 

各フォルダの中で、★の数の多い順に 
自動的に並べ換えられます。★のない 
用件は、★のある用件の後ろに並びま 
す0 


CT ★の数が同じ用件が2件以上ある場合 
は、録音日時の古い順に並びます。 


H ご注意 

付属のソフトウェア Digital Voice 
Editor 上で重要マークを付けた場合、 
パソコン上で重要マーク順にソートし 
ないと、 1 C レコ_ダ_では重要マーク 
順には並びません。 


例：同じフォルダに用件が3件 
入つているとき 
1番目 

0 ST 

tuj/Ol 

2番目 

□ st <mi \ 

★ n / Y M D 

huV/gj 的：： 5 :| 

3 番目 


g st 

靴 5 . め f ! ! D ! 
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> その他の機能 _ 

希望の時刻に再生を始める-ァラ-ム 再生 

あらかじめ設定した時刻にアラーム音とともに用件を再生できます。 
特定の日付を指定したり、毎週同じ曜日や毎日同じ時刻に再生するよ 
うに設定できます。また、用件の再生をせずにアラーム音だけも鳴ら 
せます。 

H ご注意 

時計を合わせていない場合や、用件が録音されていない場合は、アラーム 
設定はできません。 



1アラーム再生したい用件を表 
示させる。 

(21 ページの手順1、2参照） 

2アラーム設定画面を表示する。 

① シーソーキーをメニュー 側に 
倒す。 

メニュー画面が表示されます。 

② シーソーキーを 上下 （►►!/ 
!◄◄) に押して 「ALARM 
OFF 」 を 選ぶ。 

すでにその用件がアラーム設 
定されていると 「ALARM 
on 」 が表示されます。 
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③ シ_ソ_キー (■•►) を押す。 
アラームの設定画面が表示さ 
れます。 

④ シーソーキーを 上下 (►►!/ 

!◄◄) に押して、 「 on 」 を選 
ぶ。 

⑤ シーソーキー (■•►) を 押す。 
「 DATE 」 が表示されます。 

3アラーム再生する日を設定する。 

日付を指定する場合 

① 「 DATE 」 が点滅中にシーソー 
キー （■•►) を押す。 

「年」の数字が点滅します 

② シーソーキーを 上下 (►►!/ 

!◄◄) に押して、年の数字を選 
び、シーソーキー （■•►) を 
押す。 

「月」の数字が点滅します。 

③ 同様にして、「月」、「日」の数 
字を選ぶ。 

週に1回再生したい場合 

シーソーキーを 上下 (►►!/!◄◄) 

に押して、希望の曜日 （「 SUN 」 

〜 rSATJ ) を選び、 シーソーキ 
- (■•►) を押す。 

毎日決まった時刻に再生したい場合 

シーソーキーを 上下 (►►!/!◄◄) 

に押して、 「 DAILY 」 を選び、シ 
—ソ_キ_ (■•►) を押す。 


一その他の櫟能 



(次べージへ続く） 
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希望の時刻に再生を始める ー アラーム再生（つづき) 


4アラーム再生する時刻を設定する。 


①シーソーキーを上下 （►►!/!◄◄) 
に押して、時の数字を選び、シ 
—ソーキー (■•►) を押す。 

「分」の数字が点滅します。 
④シーソーキーを 上下 (►►!/!◄◄) 
に押して、分の数字を選び、 シ 
ーソーキー （■•►) を 押す。 

用件を再生するかどうかを設 
定する。 

シ ーソー キーを 上下 (►►!/!◄◄) 
に押して、 「 B - PLAY 」 （アラーム 
音後に用件を再生）または 「 B - 
ONLYJ (アラーム音のみ） を 選 
ぶ。 

シーソーキー （国 •►) を 押す。 

設定が完了しました。 



V I I I I I I II / 

^ 0 - 〇 > 〇 U ^ 

ーノ 」 I l n 

―- 


at 00 „ 

ml in* in u m 


7 シーソーキーをメニュー 側に 
倒す。 

通常の画面に戻ります。 

アラーム設定した用件には 「 M 」 
が表示されます。 
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設定した時刻になると 

約10秒間アラーム音が鳴り、選んだ用件の再生が始まります （「 B - 

ONLY 」 を選んだ場合はアラーム音のみが鳴ります)。 

アラーム再生中は、 「 ALARM 」 が点滅します。再生が終わると、自 

動的に停止します（アラーム再生した用件の頭に戻ります)。 

度 アラーム再生された用件をもう一度聞くには 

シーソーキー （■•►) を押すと、その用件のはじめから再生されます。 

cr 用件が再生される前に止めるには 

アラーム音が鳴っている間に■停止ボタンを押します。ホールドスイッチが 

入っていても止められます。 

アラーム設定を解除するには 

48ぺージの手順2で、 rOFFJ を選び、シーソーキー(■•卜）を押す。 

現在設定内容を変更するには 

48、49ページの手順1〜2を行い、現在設定されているアラーム再生 

時刻が表示されたら、49、50ぺージの手順3〜7で新しい内容を設定 

する。 

H ご注意 

• アラーム再生中に別の用件の設定時刻になった場合、用件の途中で次の 
アラーム再生が始まります。 

•録音中にアラーム設定した時刻になった場合は、「 ㈣ 」表示のみが点滅 
し、録音を終了したときにアラームが鳴り始めます。 

• 録音中に2つ以上のアラーム設定時刻になった場合は、録音終了後に時刻 
の早い方の用件のみアラームが鳴ります。 

• メニューモード中にアラーム設定時刻になった時はメニューモードが中 
止され、アラームが鳴り始めます。 

• アラーム設定した用件を用件分割した場合、分けた時点より前の部分に 
のみアラーム設定されます。 

• アラーム設定した用件を前の用件と用件結合した場合、後ろの用件のア 
ラーム設定は無効になります。 

• —度設定したアラームは、アラーム再生を終了した後も設定は解除され 
ません。 


一その他の機能 
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録音 M 生ランプを消す 


録音、再生中など、動作中は緑/再ランプが点玎または点滅します。 
メニューで、緑/再ランプを動作中も消したままに設定できます。 



録/再ランプ 


ーシーソーキー 

(メニュー/ ►►!/!◄◄/■•►) 


1シーソーキーをメニュー 側に 押す。 

メニュー画面が表示されます。 


2シーソーキーを 上下 （►►!/ 
!◄◄) に押して 、 「LEDonJ 
を 選ぶ。 

3シーソーキー （■•►) を 押す。 

緑/再ランプ動作設定モードにな 
ります。 

4シーソーキーを 上下 （►►!/ 
!◄◄) に押して 「 OFF 」 を 選 
ぶ0 


5シーソーキー （■•►) を押す。 

設定が変更されます。 



6シーソーキーをメニュー 側に 倒す。 

通常の画面に戻ります。 


録/再ランプを点灯、点滅させるには 

手順4で 「 on 」 を選びます。 
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誤操作を防止する-ホールド機能 






ホルト 



ホールドスイツチを矢印の方向にずら 
します。表示窓に 「 HOLD 」 が3秒点 
減し、すべてのボタンが操作できなく 
なります。 

停止中にホールドにすると、 「 HOLD 」 が点滅のあと、表示窓の表示 
がすべて消えます。 

ホールドを解除するには 

操作できるようにするには、ホールドスイッチを矢印と反対の方向に 
ずらしてください。 


0 st 

n / . . . 

:; -； /^^ - urn n - h 

U J/ U J ^ I (U L JJ 

- 〆 m t m 、 - 


cr ホールド中でもアラーム再生は止められます。 

アラーム 再生時、 アラー ム音や用件再生を止めるときには■停止ボタンは使 
えます（通常の用件再生は停止できません)。 
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追加録音/上書き録音できるようにする 

本機の工場出荷状態では、誤操作を防ぐために追加録音 （37 ページ） 
や上書き録音 （38 ページ）は利用できません。追加録音や上書き録音 
する場合は、以下の手順にしたがって設定を変更してください。 



1シーソーキーをメニュー 側に 倒す。 


メニュ_画面が表示されます。 


2 シーソーキーを上下 （►►!/!◄◄) に押して 「 REC - OP 」 を 
選んでから、シーソーキー （■•►) を押す。 

録音機能設定モードになります。 _ 


4 


シーソーキーを 
ーソーキー （ 

設定が変更されます。 


上下 (► N/H 
•►) を押す。 


0に押して 「 on 」 を選び、シ 


on, 
■〇 n 


シーソーキーを上下 （►►!/!◄◄) に押して 「ADDJ (追加録 


音）または 「 OVER 」 （上書き録音）を選んでから、シーソ 
ーキー （■•►) を押す。 

シーソーキーをメニュー 側に 倒す。 

通常の画面に戻ります。 


\ 1111111 1 / 

〇 *r< ' 

〆 ノ, 上< v 、 

/ III I II I I 、 - 


追加録音/上書き録音できない設定に戻すには 

手順3で 「OFF」 を選びます。 

54 
























設定を変ス■る-メニュ-覧 

以下の手順にしたがって操作してください。メニューの内容は、以下 
の表の通りです。なお、 I 受定できるメニュー項目は、動作モード（停 
止中、再生中、録音中）によって異なります。 

① シーソー キーを メニュー 側に倒して、 メニュー モードに入る。 

② シーソーキーを上下 Ow / hw ) に押して、設定したい項目を選 
び、シーソ_キ_ (■•►) を押す。 

③ シ _ ソーキーを上下 （►►!/!◄◄) に押して設定し、シ _ ソーキー 
(■•►) を押す。 

④ シーソーキーをメニュー側に倒して、メニューモードを終了する。 
〇ご注意 

約1分間いずれのキーも押されないと、メニューモードが自動的に解除さ 
れ、通常の画面に戻ります。 


メニュー 

動作モード（〇:設定可能/一:設定不可） ♦ 

停 

止 

中 

再 

生 

中 

録 

設定項目（た初期設定） 

MODE 

録音モードを設定します。 

ST* :ステレオ標準モード 

STLP: ステレオ長時間モード 

SP :モノラル標準モード 

LP :モノラル長時間モード 

〇 

一 

一 

SENS 

マイク感度を設定します。 

H* : 広い会議室での録音など、遠くの音や小 
さい音を録音するときに使用します。 

L： 口述録音など、マイクを口元に近づけて 

録音したり、近くの音や大きい音を録音 
するときに使用します。 

〇 

一 

〇 

DISP 

表示モードを設定します。 (COUNTER*) 

♦29 ぺージ参照。 

〇 

〇 

〇 


(次べージへ続く) 


一その他の機能 
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設定を変えるーメニューー覧（つづき) 


メニュー 

動作モード （〇:設定可能/一:設定不可）. 

停 

止 

中 

再 

生 

中 

録 

旱 

設定項目 r : 初期設定） 

VOR 

VOR (自動音声録音スタート)機能を設定します。 
on : VOR 機能が有効になり、ある大きさ以 

上の音をマイクが拾うと自動的に録音が 
始まり、音が小さくなると録音が止まり 
ます。空録音の部分がなくなり、効率の 
良い録音をすることができます。 

OFF* : VOR 機能が無効になり、通常の録音 
モードになります。 

〇 

一 

〇 

DPC 

DPC 再生した場合の再生スピードを設定しま 
す。(0%*) 33ページ参照。 

〇 

〇 

一 

EASY-S 

イージーサーチを設定します。 
on: 再生中、シーソーキーの上 （►►!) を押 

して約10秒進み、または下 （!◄◄) を押 
して約3秒戻ります。 

OFF*: シーソーキーの上下 (►►!/!◄◄) で用 
件を送ります。 

〇 

- 

一 

CONT 

連続再生を設定します。 

on : フオルダ内の用件を続けて再生します。 

OFF* :用件が終わるごとに止まります。 

〇 

〇 

一 

REC-OP 

追加、上書き録音を許可/禁止します。 

(on/OFF*) +54 ページ参照。 

〇 

- 

一 

SET DATE 

時計を設定します。 (04 1 1*怜11 ページ参照。 

〇 

一 

一 

BEEP 

ビープ音（ピッという確認音）を設定します。 
on* :操作時の受け付け確認音およびエラー音 
(ピピピピ）が鳴ります。 

OFF： 操作時の受け付け確認、音やエラー音が鳴 
りません（アラームは鳴ります)。 

〇 

一 

一 

LED 

録厢ランプの点灯、消 1 灯を設定します。 

(onVOFF) +52 ページ参照0 

〇 

一 

一 

ALARM 

アラーム再生を設定します。 （on/OFP) 

♦48 ページ参照。 

〇 

- 

一 
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パソコン接続キットを使う 

付属のパソコン接続キットを使ってパソコンに接続すると、以下の操 
作ができます。詳しくは、 Digital Voice Editor の取扱説明書をご覧 
ください。 

• 本機で録音した用件をパソコンの八ードディスクに保存する。 

• パソコンに保存した用件を本機に転送する。 

• パソコンに取り込んだ用件を電子メールに添付して、声のメールを送る。 

• 音声認識ソフトウェア（別売り）と組み合わせて音声を文字化する。 



必要なシステム構成 

□ 以下の性能を満たした旧 M PC/AT * およびその互換機 

CPU : 266MHz 以上の Pentium®N プロセッサ ** もしくは同等の性能を有するプ□セッ 
サ (NEC PC-98 シリーズとその互換機、自作 PC では動作保証いたしません。 
Macintosh には対応していません。） 

RAM 容量： 64M バイト以上 

八ードディスクの空き容量： 70M パイト以上（音声データの扱い量に比例して多くの 
空き容量が必要です。） 

ドライブ： CD-ROM ドライブ（インストール時） 

通信ポート ： USB (USB 端子付き 1C レコーダー ) 

サウンドボード ： Sound Blaster 16 互換 

ディスプレイ：八イカラー （ 16 ビットカラー）以上、 800x480 ドット以上 
□ 〇 S : Microsoft Windows® XP Professional' Windows® XP Home Edition 、 
Windows® 2000 Professional 、 Windows® Millennium Edition 、 

Windows®98 Second Edition' Windows®98 標準インストール ***( 日本語版） 

* 旧 M 、 PC/AT は米国 International Business Machines Corporation の登録商標です。 

** Pentium は Intel Corporation の登録商標です。 

*** Microsoft 、 Windows は米国 Microsoft Corporation の米国及びその他の国における登 
録商標または商標です。 


一その他の機能 


(次べージへ続く） 
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家庭用電源につないで使う 


長時間録音などをする場合は、家庭用電源（コンセント）で使うと、 
電池消耗の心配がなく便利です。 

1 DC IN 3 V ジャックに、付属の AC パワーアダプター 
( ICD - SX 55 のみ）または別売りの AC パワーアダプター 
AC - E 30 L をつなぐ。 



2 AC パワーアダプターをコンセントにつなぐ。 

H ご注意 

•この製品には、付属の AC パワーアダプター (ICD- 



SX55 のみ）または別売りの AC パワーァダプター 


AC-E30L (極性統一型プラグ *JEITA 規格）をご使 
用ください。上記以外の ac ; (ワ-アダプタ-を使 
用すると、故障の原因となることがあります。 

• 録音中（録/再ランプが赤に点灯•点滅）やアクセス中（緑/再ランプが 
オレンジに点滅し、下の画面が表示中）は AC パワーアダプターを抜かな 
いでください。データが破損するおそれがあります。 

なお、用件数が多いと、 「ACCESS」 表示が長時間表示される場合があ 
りますが、故障ではありません。表示が消えるまでお待ちください。 
















卜その他 _ 

使用上のご注意 

ノイズについて 

•録音中や再生中に本機を電灯線、蛍光灯、携帯電話などに近づけすぎる 
と、ノイズが入ることがあります。 

•録音中に本機に手などが当たったり、こすったりすると、雑音が録音さ 
れることがあります。 

ご使用場所について 

• 運転中のご使用は危険ですのでおやめください。 


取り扱いについて 

•落としたり、強いショックを与えたりしないでください。故障の原因に 
なります。 

• 次のような場所には置かないでください。 

-温度が非常に高いところ （60°C 以上)。 

-直射日光のあたる場所や暖房器具の近く。 

-窓を閉めきった自動車内（特に夏期)。 

-風呂場など湿気の多いところ。 

-ほこりの多いところ。 

万一故障した場合は、内部を開けずにお買い上げ店またはソニーサービス 
窓口にご相談ください。 

お手入れ ■ 

本体表面が汚れたときは、水気を含ませた柔らかい布で軽くふいたあと、 ^ 
からぶきします。シンナーやベンジン、アルコール類は表面の仕上げを傷 他 
めますので使わないでください。 


バックアップのおすすめ 

万一の誤消去や、 1C レコーダーの故障などによるデータの消滅や破損にそ 
なえ、大切な録音内容は、必ず予備として、テープレコーダーなどに録 
音、またはパソコンなどにバックアップを保存してください。 
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故障かな？と思ったら 

修理を依頼される前に、もう一度下記項目をチェックしてみてください。それ 
でも解決しない場合、ご不明な点は、裏表紙に記載のパーソナルオーディオ•力 
スタマーサボートページをご覧いただくか、お客様ご相談センターまでお問い 
合わせください。 

なお、保証書とアフターサービスについては、68ページをご参照願います。 


こんなときは 


症状 

原因/処置 

操作ボタンを 
押しても動作 
しない。 

• 乾電池の㊉と㊀の向きが正しくない （8 ページ)。 

• 乾電池が消耗している （9 ページ)。 

• ホールドスイッチが入っている（ボタンを押すと 「HOLD」 
表示が3秒点滅） （53 ページ)。 

スピーカーから 
音が出ない。 

• 音量が絞られている。 （22 ページ） 

• イヤーレシーバーが差し込まれている。 （22 ページ） 

イヤ_レシー 
バーをつないで 
いても、スピー 
カーから音が 
出る。 

• 再生中にイヤーレシーパーを差し込むとき、最後まで差し込 
まないとスピーカーからも音が聞こえてしまうことがあり 
ます。 

-►いったんイヤーレシーノ(一を抜いて、最後までしっかり 
差し込む。 

録ランプが 
点灯しない。 

• メニューの LED が 「OFF」 に設定されている （52 ページ)。 

— ►「on」 に切り換える。 


「FULL 」 が点滅 • メモリーがいっぱいになっている。 

し、録音できな―不要な用件を消去する （39 ページ）か、付属のパソコン 


い0 

接続キットを使ってパソコンに保存してから、メモリー 
の内容を消去する。 

• 選んだフォルダに99件録音されている。 

— 別のフォルダを選ぶか、不要な用件を消去する。 

追加、または上 
書き録音できな 
い0 

• 録音残り時間が不足している場合は追加、または上書き録 
音できません。なお、上書き録音の場合、上書きされる部 
分は新たに録音される部分の録音が終わってから消去され 
るため、録音できるのは現在の残り録音可能時間分のみで 
す。 

録音が途中で 
止まる。 

• デジタル V0R (56 ページ）が作動している。 V0R を使用し 
ないときは、 「OFF」 にする。 


60 













症状 

原因/処置 

雑音が入る。 

• 録音したとき、本機をこすってしまい、雑音が録音され 
た。 

• 録音中や再生中に本機を電灯線、蛍光灯、携帯電話など 
に近づけすぎると、ノイズが入ることがあります。 

• 外部マイク（別売り）で録音したとき、マイクのプラグ 
が汚れていた。 

—プラグをきれいにクリーニングする。 

• イヤーレシーバーで聞いていると き、 イヤーレシーバーの 
プラグが汚れている。 

—プラグをきれいにクリーニングする。 

録音レベルが 
小さい。 

• マイク感度 （SENS) が 「U (口述録音モード）になって 
し、る0 

—「H」 に切り換える （55 ページ)。 

• 小さな音が聞きづらいときは、デジタルボイスアップ再 
生をすると聞き取りやすくなる場合があります。 

音声が途切れて 
録音される。 

(他の機器をつな 
いで録音している 
とき） 

•本機への入力に、抵抗なしオーディオコードを使用する 
と、音声がゆがんで録音されることがあります。 

—抵抗入りのオーディオコードを使う。 

再生スピードが 
速すぎたり遅す 
ぎたりする。 

• DPC スイッチが「入」になっているため、メニューの 
「DPC」 で調整した再生スピードで再生されている （33 

ぺ一ぐハ 

—DPC スイッチを「切」にすると、通常の速度で再生さ 
れます。または、 「DPC」 で再生スピードを調整して 
<ださい。 

時計表示が 

• 時計を合わせていない （11 ページ)。 

REC DATE 表示 
が r - Y-M --D」 
またはに 

• 時計を合わせていない時に録音した用件には、録音した © 
日付は表示されません。 他 

メニュー表の項 
目が足りない0 

• 再生、または録音中は、表示されないメニューがありま 
す（55、56ページ)。 


用件結合でぎない。*プックマークが設定されている。 

—まずブックマークを消去してから、用件結合してくだ 
さい。 


(次べージへ続く) 
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故障かな？と思った5 (つづき） 

症状 

原因/処置 

用件が重要マークの 
順に並んでいない。 

• 付属の Digital Voice Editor を使って、パソコン 
で重要マークを付け、重要マーク順にソートした 
場合は、本機に戻したときも重要マーク順に並び 
ます。ソートしていない場合は、重要マークに関 
係なく、パソコン上での並び換えた用件の順番に 
なります。 

1 C レコ _ ダ _ に表示され 
る残り時間 （30 ページ） 

が、パソコン上での残量 
表示より短い。 

• 1 C レコーダーではシステム上必要な領域を差し引 
いて表示しているため 、 Diaital Voice Editor で 
の残量表示と異なる場合があります。 

電池の持続時間が短い。 

• 9ページの乾電池の持続時間は、音量ポタンが中 
間レベル付近で内蔵スピーカーで再生した場合の 
目安です（ソニーアルカリ乾電池 LR 03 ( SG ) 使 
用時)。使用条件によって短くなる場合がありま 
す。 

「 ACCESS 」 表示が 

消えない。 

• 用件数が多いと、長時間表示されることがありま 
すが、故障ではありません。表示が消えるまでお 
待ちください。 

正常に動作しない。 

• 乾電池を取り出して、もう 度入れ直す。 

パソコンと接続でき 
ない0 

• 付属の Digital Voice Editor の取扱説明書をご覧 
<ださい。 

• 別売りのパソコン接続キット ICKIT - W 1/ W 2/ W 5/ 
W 7/ W 9 は本機とは接続できません。 


修理に出すと、録音した内容が消えることがあります。ご了承ください。 
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エラー表示一覧 


エラー 表示 

原因 

巳 ACK-D 

現在日時よりも前の日時でアラームを設定しています。 
年月日などもう一度確認して、設定し直してください。 

Err ACCESS 

メモリーの読み取りに失敗しました。電池を抜き差し 
してみてください。 

ERR DATA 

本機で対応していないファイル形式か、データが破損 
しています。 

FULL 

•録音残り時間が足りないため、録音できません。い 
<つか用件を削除してからやり直してください。 

• フォルダ内の用件の合計数が99件を超えているか、 

録音残り時間が足りないため、用件を分割できませ 
ん。し)くつか用件を削除してからやり直してくださ 
い （39 ページ)。 

LO DC-IN 

DC IN 3 V ジャックに規定よりも低電圧の電源が入力さ 
れたため、本機の動作を停止しました。本機用の AC パ 
ワ_アダプターを家庭用電源（コンセント）につなぎ 
(58 ページ)、操作をやり直してください。 

LOW 巳 ATT 

電池が消耗しています。新しい電池に取り換えてくだ 
さい （9 ページ)。 

NO DATA 

選んだ用件フォルダには1件も用件が録音されていませ 
ん。用件が録音されていないと、アラーム設定などの 
操作はできません。 

NO CMB 

異なった録音モード ( ST / STLP / SP / LP ) 間の用件結合 
はできません。 

PRE SET 

すでに別の用件で同じ日時にアラーム再生が設定され ■ 
ています。設定を変更してください。 そ 

REC-OP OFF 

メニューの 「 REC -0 P 」 （追加、上書き録音設定）が S 

「 OFF 」 に設定されているので、追加または上書き録音 
ができません。 

NO DATE 

時計合わせをしていないと、アラームは設定できませ 
ん〇 


(次べージへ続く) 
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故障かな？と思ったら（つづき) 


以下のようなエラー表示が出たときは、お客様ご相談センター（裏表 
紙）までご連絡ください。 


エラー 表示 

原因 

ERR 01 

メモリーへのアクセスまたは初期化ができません。 

ERR 02 

メモリーへの書き込みができません。 

ERR 03 

メモ 1 」一の読み取りができません。 

ERR 04 

設定の読み込み、書き込みができません。 

ERR 05 

上記以外のエラーが発生しました。 



システム上の制約 

1C レコーダーの録音方式では、し)くつかのシステム上の制約があり、 
次のような症状が出る場合があります。これらは故障ではありません 
ので、あらかじめご了承ください。 


症状 

原因 

最大録音時間まで 
録音できない。 

• ST モー ド 、 STLP モー ド 、 SP モー ド 、 LP モー ドを混ぜて 
録音すると、最大録音時間は ST モードと LP モードの最大 
録音時間の間になります。 

• 上記の理由により、実際に録音した時間（カウンター表 
示）の合計と、「残り時間」を合計した時間が、最大録音 
時間より少なくなる場合があります。 

用件分割できな 
い 0 

• 1つのフォルダ内で99件に達すると、用件は分割できませ 
ん〇 

• 用件の分割と結合を繰り返すと、用件分割や用件結合がで 
きなくなる場合があります。 

用件結合できな 
い 0 

• 異なる録音モード ( ST / STLP / SP / LP ) 間の用件結合はで 
ぎません。 

• 用件の分割と結合を繰り返すと、用件分割や用件結合がで 
きなくなる場合があります。 
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主な仕様 


録音方式 

内蔵フラッシュメモリー使用 
ICD - SX 35: 容量 64 M 巳 
ICD - SX 45: 容量 128 M 巳 
ICD - SX 55: 容量 256 M 巳 
最大録音時間 
13ページ参照 
周波数範囲 

ST : 60〜13,500 Hz 

STLP : 60〜6,900 Hz 
SP : 60〜7,000 Hz 

LP : 80〜3,500 Hz 

スピーカー 
直径1 6 mm 
入-出力端子 

マイク（ステレオミニジャック） 
プラグインパワー対応 
最小入カレベル 0.6 mV 
へッドホン（ステレオミニジャック） 
負荷インピーダンス、 8-300 Q 
USB 端子 

再生スピード調節 ( DPC ) 

+ 100% 〜一 50% 

実用最大出力 
150 mW 
電源 

DC 3 V 

单4形アルカリ乾電池2本使用 
最大外形寸法 

約28.0 xl 20.0 x 13.8 mm (幅/高さ 
/奥行き）最大突起部含まず 
質量 

64 g (アルカリ乾電池 LR 03 2本含む) 
付属品 

AC パワーアダプター （1)( ICD - 
SX 55 のみ） 

ソニーアルカリ乾電池 LR 03 ⑵ 


ステレオ イヤーレシーバー （1) 

パソコン用アプリケーションソフト 
( CD - ROM )(1) 

USB ケーブル （1) 

取扱説明書（本体用1、アプリケーシ 
ョンソフト用 1) 

早わかり力ード （1) 

保証書⑴ 

ソニーご相談窓口のご案内 （1) 

知つ得〇 &A (本体用1、アプリ 
ケーションソフト用 1) 

音声認識の手引き （1) 

別売りアクセサリー 

インナーイヤ_ レシーバー 
MDR - EX 71 SL 、 MDR - E 931 LP 
アクティブスピーカー SRS - T 77 
エレクトレツトコンデンサーマイク 

□ホン ECM - CS 10、 ECM - TL 1 
オーディオコード RK - G 134/ 
G 135/ G 136/ G 139 (接続方法に 
ついては、別紙の 「 ICD 知つ得 
Q & AJ をご覧ください。） 

AC ノ くワーアダプター AC - E 30 L 
( ICD - SX 35/ SX 45 のみ） 

充電式ニッヶル水素電池 ■ 

NH - AAA -4 BC ^ 

充電式ニツケ ) レ水素電池専用急速充彳^ 
電池 BCG -34 HRD 

* 連続録音の場合は、途中電池交換 
が必要になります。詳しくは乾電 
池の持続時間 （9 ページ）をご確 
認ください。 

本機の仕様および外観は、改良のため予 
告なく変更することがありますが、ご了 
承ください。 
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各部のなまえ 

本体（表面） 



Q] ヘッドホンジャック （20 ペー 
ジ） 

m 内蔵マイク（ステレオ/指向 
性）（14、16ページ） 

回指向性入/切スイッチ （16 
ページ） 

® ボイスアップ入/切スイッ 
チ （32 ページ） 

固 DPC 入/切スイッチ （33 ぺ 
—ジ） 

m 表示窓 （26 ページ） 

m 消去ボタン （39 ページ） 

固分割/プックマークボタン 
(35、42ページ） 
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囹 A-B 4(リピート）/重要ポ 
タン（36、46ページ） 

0緑/再ランプ（14、22、52 
ぺージ） 

0 •録音/一時停止ポタン （14 
ページ） 

m ■停止ポタン （15 ベージ） 
p シーソーキー 

フォ J レダ/メニュ -/!◄◄ (早戻 
し)/早送り） /■•► (再生 
/停止、決定） 

M 音量 +/— ボタン （22 ページ) 






























裏面 


M 


H 



01 台座 

01 ホールドスイッチ（31、53 
ベージ） 

03スピーカー 
m 電池ぶた （8 ページ） 

M クリップ* 

M マイクジャック （19 ページ） 
M USB 端子 （57 ページ） 
m DC IN 3V ジャック （58 ペー 
ジ） 

m ストラップ取り付け部 


で注意 

• 厚手のポケットなどに差すと壊れ m 

ることがあるので、ご注意くださ そ 
し)。 の 

•本機をクリップでポケットに差し 
込んだまま、かがんだり走ったり 
するときは、クリップがはずれて 
落下しないよう、ご注意くださ 
い。 
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保証書と アフターサービス 

保証書 

• この製品には保証書が添付されていますので、お買い上げの際お買い上げ店 
でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保存してくださ 
い。 

• 保証期間はお買い上げ日より1年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いときはまずチェ ックを 

この説明書をもう一度ご覧になってお調べください。 

それでも具合の悪いときはサービスへ 

お客様ご相談センター、お買い上げ店、または添付の「ソニーご相談窓口のご 
案内」にあるお近くのソニーサービス窓口にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保証書をご覧 
<ださい。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料修理させていただき 
ます。 


部品の保有期間について 

当社では 1 C レコーダーおよび付属の Windows ® 用パソコン接続キットの補修用 
性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）を、製造打ち切り後6年間 
保有しています。この部品保有期間を修理可能な期間とさせていただきます。 
保有期間が経過した後も、故障箇所によつては修理可能の場合がありますの 
で、お買い上げ店またはサービス窓口にご相談ください。 
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1 件リビート再生 . 

A - BU ピート . 

AC パワーアダプター_ 
DPC (デジタル•ピッチ* 

コントロール） . 

LP モード . 

SP モード . 

ST モード . 

STLP モード' . 

VOR 

(自動音声録音スタート）. 


索引 

記号、アルファベット順 


五十音順 


ァ行 

アクセス中 . 10, 62 

アラーム再生 . 48 

イージ_サ_チ . 56 

移®] . 45 

上書き録音 . 38 

エラー表示 . 63 

遅聞き . 33 

音量調節 . 22 

力行 

外部マイク . 19 

家庭用電源 . 58 

乾電池 . 8,10 

キュー . 24 

高速早送り/早戻し . 24 

誤操作防止 . 53 

コンセントにつなぐ . 58 

サ行 

再生 . 21 

再生スピード調整 ( DPC ) ■……33 

システム上の制約 . 64 

充電式電池 . 10 

重要マーク . 46 

i±m . 65 

消 $ . 39 

ソフトウェア . 57 


(次ページへ続く) 


568 35555 6 
2 3 5 35555 5 

3 3 3 3 7 
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追加録音 . 

デジタル VOR . 

デジタルボイスアップ 

電^3 . 

電池残量表示 . 

電池持続時間 . 

時計合わせ . 


マイク感度 . 16, 55 

マイク（外部） . 19 

マイク（内蔵） . 14 

マイク指向性 . 16 

メニュー . 11, 29, 34, 55 

メモリー残量表示 . 18 

モニターする . 17 


ナ行 



ヤ行 



内蔵マイク . 

14, 

16 

用件の移動 . 


45 

残り時間表示 . 


30 

用件の結合 . 


44 

ハ行 



用件の再生 . 


21 



用件の消去 . 


39 

パソコンと使う . 


57 

用件の分割 . 


42 

早送り/早戻し . 


24 

用件の録音 . 


13 

速 feitr . 


33 

用件番号 . 14, 21, 

40, 

44 

ビープ音（確認音） . 


56 

ラ行 



. 


26 



表示モード . 


29 

ランプを消す . 


52 

表示を消す . 


31 

レビユー . 

15, 

24 

フオルダ . 14, 

21, 

41 

連続再生 . 

25, 

56 

フオルダを選ぶ . 


14 

録 s . 


13 

ブック マーク . 


35 

録音可能時間 . 


13 

プラグインパワー . 


19 

録音年月日、時刻表示.... 


30 

ホールド機能 . 

31, 

53 

録音モード . 


55 

ボイスアップ . 

23, 

32 




他の機器を使って録音する 


19 





索引（つづき） 

夕行 マ行 


7 6 2 0 9 9 1 
3 5 3 1 .. 1 


17 . 23 : 8 , 
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お問い合わせ窓口のご案内 

本機についてご不明な点や技術的なご質問、故障と思われるときのご相談につい 
ては、下記のお問い合わせ先をご利用ください。 

• ホームページで調べるには—パーソナルオーディオ • カスタ マー サボートへ 

(http://www.sony.co.jp/support-pa/) 

ic レコーダーに関する最新サボート情報や、よくあるお問い合わせとその回答 
をご案内するホームページです。 

• 電話 • FAX でのお問い合わせは — お客さまご相談センターへ(下記電話 • 
FAX 番号） 

•本機の商品カテゴリーは[オーディオ]一[ウオークマン]です。 

• お問い合わせの際は、次のことをお知らせください。 

♦セット本体に関するご質問時： 

• 型名： ICD - SX 35/ SX 45/ SX 55 
• シリアルナンバー：電池ボックス内 
• ご相談内容：できるだけ詳しく 
•お買い上げ年月日 

♦付属のソフトウェアに関連するご質問時： 

質問の内容によっては、お客さまのシステム環境について質問させて 
いただく場合があります。上記内容に加えて、システム環境を事前に 
分かる範囲でご確認いただき、お知らせください。 


商 品の修理、お取扱い方法、お買物相談などの問い合わせ 

• http :// www . sony . co . jp / SonyDrive / 
お客様ご相談センター 

• ナビダイヤ J レ .2 S 0 570 -00-331 1 

(全国どこからでも市内通話料でご利用いただけます） 

• 携帯電話 • PHS でのご利用は.. 03-5448-331 1 

(ナビダイヤルがご利用できない場合はこちらをご利用ください） 

• FAX 0466-31-2595 

受付時間：月〜金9:00〜20:00 土 ■日•祝日9:00〜17:00 
お電話は自動音声応答にてお受けしています。 


ソニー 株式会社 f141-0001 東京都品川区北品川 6-7-35 

この説明書は100%古紙再生紙と V0C (揮発性有機 
化合物）ゼロ植物油型インキを使用しています。 

Printed in Japan 







